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1．はじめに
自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害（autism spectrum 

disorders：ASD）は、①社会的相互作用における質
的な障害、②コミュニケーションの質的な障害、③
行動、興味及び活動が限局され反復的で常同的な行
動様式、の三つの特徴を有する障害であり、自閉症
や高機能自閉症、アスペルガー障害などを一つの連
続体上に位置づける幅広い概念である 45）。このよ
うな特徴に加え、ASD児には多様な運動の困難さ
があることが従来から指摘されている 3,22,27）。例え
ば、日常生活や学校生活において、衣服の着脱に時
間がかかる、靴ひもを結べない、はさみを上手に使
えない、文字をきれいに書けない、飛んできたボー
ルをキャッチできない、なわとびができないなどが
代表的なものとして挙げられる。このような運動の

困難さは、生活全般に支障をきたす可能性があ
り 14,46）、それらは自尊心の低下や集団からの孤立な
ど、二次的な心理社会的問題の生起につながること
もある 23,33）。したがって、運動の困難さから生じる
種々の問題を防ぐためには、運動面に焦点を当てた
発達支援を幼少期から実施していくことが必要不可
欠である。また、運動と社会性の関連性を示す研究 6）

や、運動発達が社会性などの他の発達領域の促進に
貢献する可能性を示唆する報告 39,54）もある。この
ことは、ASD児の運動発達をより高次な段階へと
促す必要性を示すものである。これらのことから、
ASD児への発達支援では運動発達を促進すること
が必要な要素の一つであり、運動指導を専門とする
体育やスポーツの実践現場が担う役割も大きいと考
えられる。
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Abstract

 Abstract: Although promoting the development of motor skills is necessary for children with autism spectrum 
disorders (ASD), approaches to motor skill intervention that accord with their movement characteristics have not yet 
been established. This paper aimed to suggest effective viewpoints required for motor skill intervention that is suitable for 
ASD children, and reviewed recent findings of movement characteristics of ASD children. The results showed that ASD 
children moved inefficiently when performing tasks that require simple upper-limb movements, and this characteristic 
can be regarded as a deficit of motor learning. Within the framework of approaches to intervention in children with 
developmental coordination disorders (DCD), the task-oriented approach based on motor learning turned out to be 
effective in order to improve their motor deficits and to enhance their quality of life. Therefore, we can provide effective 
motor skill intervention for ASD children through the task-oriented approach. These findings are assumed to play an 
important role in dealing effectively with ASD children. Further studies are needed through movement tasks which 
require not only simple upper-limb movements but also gross motor skills, for establishing an appropriate approach for 
ASD children through action research.
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ASD児に対して効果的に運動指導を行うには、
ASD児の運動の特徴についての詳細な理解が必要
である。これまでの研究では、例えば身体模倣に困
難さを示すこと 36,53）や身体図式に未熟さがあるこ
と 5,20）、バランスなどの姿勢運動を極端に苦手とし
ていること 17,18）、そして、標準化された運動検査に
おいて成績が低いこと 11,19,31）などが示されている。
また、ASD児の運動に関する最近のレビュー研
究 8,10）では、ASD児の運動の特徴や背景要因など
が検討されており、そこでの知見は、ASD児の運
動の特徴ついての理解を深めるために有効な資料と
なっている。
このように、ASD児における多様な運動の困難
さは、積み重ねられた研究により明らかになりつつ
ある。しかしその一方で、運動の問題を解決しより
高次な発達段階へと発達を促進するための支援（運
動発達支援）に関しては、その具体的な方法は確立
されていない。それどころか、運動指導に関する資
料そのものも少ないのが現状である。そのため、
ASD児に対して直接運動指導を実践する体育やス
ポーツの現場では、運動に困難さを示す ASD児に
対してどのように運動指導を実践すれば良いのかが
曖昧なままである。このような状況の背景には、
ASD児への発達支援の現場において、運動面の発
達促進が軽視されがちであること 18）が一つとして
挙げられる。また、運動の困難さを評価する際に、
課題への動機づけ 62）や特有な行動上の問題 1）が運
動成績に影響を及ぼすため、目前の ASD児が持つ
本来の運動能力の測定が難しいこと 24）も推察され
る。しかし、それらに加えて、これまで行われてき
た ASD児の運動研究の内容にも何らかの不十分な
点があったのではないだろうか。この点について是
枝 24）は、ASD児の運動能力の実態把握と支援には、
新たな視点からのアプローチが必要であると同時
に、簡易に評価を行える方法や内容を検討していく
ことの必要性を指摘している。
このような現状を解決するべく、最近新たに注目
されてきた研究が、欧米諸国で中心に行われている
ASD児の運動のプロセス（質的側面）に焦点を当
てた研究である。従来から行われてきた ASD児の
運動研究は、その多くが運動検査の成績や特定の課
題における達成度など、運動の量的側面の評価を用
いるものであった。そこでの知見は、ASD児の運
動特性の理解に貢献する資料として価値あるもので
あったが、具体的な運動指導に生かす資料としては
不十分だったと考えられる 24,41）。一方、最近盛んに
行われるようになってきた運動のプロセスに焦点を
当てた研究は、これまでにない新たな知見を提供す

るものであり、それらは ASD児の運動遂行におけ
る困難さの所在や詳細を分かりやすく示すととも
に、具体的な運動指導に有効な資料となる可能性が
ある。しかしながら、我が国では諸外国で行われて
いるような運動のプロセスに焦点を当てた研究はほ
とんど行われていない。したがって、今後我が国に
おいても発展させていく必要性が高い研究内容であ
ると考える。そして何よりも、効果的な運動指導を
実践するための有効な視点を導く資料としてそれら
を活用していかなければならない。
本研究は、以上のような背景を踏まえ、ASD児
に対してより効果的な運動指導を実践していくため
に必要な視点の構築を目指すものである。そのため
に、ASD児の運動のプロセスに焦点を当てた最近
の研究を整理して知見をまとめ、ASD児の運動遂
行における特性を明らかにすることを目的とした。
さらに、そこで得られた知見から導かれる運動指導
法について検討し、ASD児への効果的な運動指導
のための視点を提案することとした。

2．ASD児の運動特性
2.1　運動の効率化の問題

ASD児の運動のプロセスに焦点を当てた研究は、
その多くが上肢による単純な運動課題を用いた研究
である。そこでは、特定の運動課題を遂行する対象
児の上肢運動の速度や所要時間、反応時間、対象物
との距離などが測定され、定型発達（typical 
development：TD）児やその他の障害児との比較を
通して ASD児の特徴が検証されていく。これらの
発端となった研究の一つが Hughes16）の研究である。
Hughes16）は、36名の ASD児と 24名の知的障害児、
そして 28名の TD児を対象に、色分けされた 30㎝
のロッドをホルダーに納めるという上肢による単純
な運動課題を行った。そして、その際に対象児が効
率的なアプローチをとるか、それとも非効率的なア
プローチをとるかを観察し、ASD児の運動遂行に
おける特性を明らかにしようとした。その結果、知
的障害児や TD児と比較して、ASD児は有意にこ
の課題を不得意としている、すなわち、課題を遂行
する際に効率的なアプローチをとることを困難とし
ていることを報告した。そして Hughes16）は、これ
らの要因について運動における予測の問題を一つと
して挙げている。この研究は、特定の課題における
一連の運動のプロセスの違いを分かりやすく示した
点で画期的な研究であり、その後の ASD児の運動
研究の発展に貢献するものとなる。

Hughes16）以降、運動のプロセスにアプローチし
た研究として行われた手法の一つが、リーチング課
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題である。リーチング課題は、机の上に置かれた対
象物を手で持ち、指定された場所へ対象物を移動さ
せるといった上肢による単純な運動課題である。例
えば Cattaneoら 2）は、平均年齢 6.5歳の TD児 8名
と平均年齢 6.2歳の ASD児 8名を対象に、食べ物
をつかみ口に入れるという一連の運動について分析
した。その結果、TD児では食べ物に向かって手を
伸ばす段階から口の筋肉に反応が見られるが、ASD
児では食べ物に向かって手を伸ばす段階では口の筋
肉の反応が見られず、食べ物をつかみ口に運ぶ段階
になってから反応が見られたことを報告している。
また Fabbri-Destroら 7）は、平均年齢 7.6歳の TD児
14名と平均年齢 10.0歳の ASD児 12名を対象に、
対象物をつかみ大小の箱の中に入れる運動課題を実
施した。その結果、TD児では対象物に向かって手
を伸ばす段階から箱の大きさを意識し、手を動かす
速さを遅くするなどの運動調整が見られる一方で、
ASD児ではそれらの運動調整が見られず、大小ど
ちらの箱の大きさであっても手を伸ばす段階の運動
の速さに変化が見られなかったことを報告してい
る。これらの特徴について Cattaneo2）らや Fabbri-
Destro7）らは、ASD児の運動が、一連の運動を一つ
のまとまったパターンとしてではなく、一つ一つ独
立したものとしてプログラミングされていると指摘
し、ゴールのことを意識する予測の困難さを一つの
要因として述べている。
また、運動のプロセスに着目したその他の手法と
して、光などの刺激に対応してボタンを押すという
単純な運動を取り上げ、刺激から手を動かすまでの
反応時間や運動時間を測定し、ASD児の運動の特
徴を探求した研究もいくつか見られる。例えば
Mostofskyら 35）は、平均年齢 13.3歳の ASD児 10
名と平均年齢 12.5歳の TD児 17名を対象とし、課
題を繰り返し遂行していく過程における手続き学習
の分析を行った。その結果、TD児が手続き学習の
力を使いながら、同じ刺激が繰り返される 2ブロッ
ク目から 4ブロック目にかけて徐々に刺激に対する
反応を速くし効率よく課題を遂行していく一方で、
ASD児は、2ブロック目から 4ブロック目にかけて
も刺激に対する反応時間にほとんど変化がなく効率
化の過程が見られなかったことを報告している。ま
た Rinehartら 50）は、平均年齢 10.5歳の ASD児 23
名と年齢、IQを一致させた TD児 24名を対象に、
刺激に合わせて繰り返しボタンを押すという単純な
課題を実施した。その結果、TD児が前に行った運
動に関する情報を利用しながら反応時間を短縮さ
せ、効率よく課題を遂行していくことができる一方
で、ASD児は前の運動に関する情報をうまく利用

することができないことを指摘している。
Glazebrookら 9）も、平均年齢 20.6歳の TD者 18名
と平均年齢 23.7歳の ASD者 18名を対象に、刺激
に合わせてボタンを押す単純な課題を実施した。そ
の結果、ASD者がそれぞれの試行を完全に独立し
たものとして認識しており、n回目の試行で左右の
どちらに動かしたかという事実が、次の n＋ 1回目
の試行に全く関係ないものになっていると主張して
いる。さらに Dowdら 4）は、平均年齢 6.6歳の TD
児 12名と平均年齢 6.2歳の ASD児 11名を対象に、
刺激に合わせてターゲットに正確にタッチする課題
を視覚的なダミー（阻害刺激）を交えて実施した。
その結果、TD児は、視覚的なダミーの存在を意識
するために刺激に対する反応時間が遅くなる一方
で、ASD児は、ダミーの有無に関わらず刺激に対
する反応時間の変化が見られないことを報告してい
る。これらについて Dowdら 4）は、TD児が視覚的
なダミーのことを考えつつ課題を遂行している一方
で、ASD児はそれらを考えずに課題を遂行してい
るのではないかと考えている。これらの一連の研究
から、ASD児は、同じ課題を繰り返し遂行する過
程において、一回ごとの試行を完全に独立したもの
として認識し、毎回初めて課題を行っているような
感覚で課題を遂行していることが考えられる。そし
てそのような特徴を示す要因には、次の試行におい
てどのような刺激が表出されるかといった予測の問
題が関連しているようである。
以上のように、ASD児は上肢の単純な運動課題
を遂行する際に、TD児と比較してより効率的なア
プローチで課題を遂行することに困難を示すことが
考えられる。そしてそれらは、ゴールを意識して運
動を調整する能力や、次の刺激のことを先取りする
能力など、予測に関連する能力の問題が影響してい
ると推察される。

2.2　運動学習の段階移行
ところで、ここまで述べてきた運動の効率化に関
して、体育やスポーツ学の領域からその問題を捉え
直すと、それらは運動学習理論をベースとした運動
学習の段階移行の問題として捉えることができる。
運動学習の段階は、杉原 59）によると、①認識の段階、
②定着の段階、③自動化の段階、の大きく三つの段
階があるとされている。具体的には、①認識の段階
が、運動の全体像について理解することに精一杯で
ありやってはみるもののうまくはできない段階であ
る。②定着の段階が、注意を集中させ運動をコント
ロールすることによって運動を洗練させていく段階
である。③自動化の段階が、運動を自動的に遂行で



8 村上祐介

きるようになる、すなわち、意識しなくてもその運
動を遂行することが可能となる段階である。運動の
効率性から述べれば、①の段階はまだエネルギー消
費が大きく効率が悪い運動であり、③はほとんど余
分な力が入っておらず効率の良い運動として捉える
ことができる。このような運動学習の段階をもとに
ASD児の運動遂行の特徴を説明した研究は、最近
いくつか報告されている。例えばMostofskyら 37）は、
平均年齢 10.5歳の TD児 13名と平均年齢 10.9歳の
ASD児 13名を対象に、単純な指のタッピング課題
を実施した。その結果、TD児がより効率の良い運
動を見せる一方で、ASD児は終始効率の悪い運動
であったことを報告している。さらにこの研究で
は、両グループにおける課題遂行時の脳内血流量を
測定し両グループの違いを検討している。その結
果、TD児は課題遂行時の小脳の活動性が高いこと
から運動学習がより進行していることが示唆され、
一方、ASD児は課題遂行時の小脳の活動性が低い
ことから運動学習の進行が見られにくいことが示唆
されている。この研究は、神経生理学的な運動学習
モデルから ASD児の運動の問題を捉える新たなア
プローチであり、そこでの知見は、ASDの中核の
障害として考えられる対人関係やコミュニケーショ
ンの問題の解明につながる可能性を秘めていること
から注目を集めている 15）。このような、TD児と
ASD児の学習の段階移行の相違、すなわち、TD児
が「①認識の段階」から「②定着の段階」、そして「③
自動化の段階」へと学習を進行させていく一方で、
ASD児が「①認識の段階」に留まっていることを
示 唆 す る 研 究 は 他 に も 見 ら れ る。 例 え ば
Papadopoulosら 47）は、平均年齢 9.9歳の TD児 18
名と平均年齢 9.9歳の ASD児 39名を対象に、標的
タッピング課題（2カ所のターゲットを交互にでき
るだけ速くタッピングする課題）を実施した。その
結果、TD児には運動学習の段階移行が見られた一
方で、ASD児はそれらが見られず、効率の悪い運
動の段階に留まっていたことを述べている。そして
Jansiewiczら 19）も、基礎的な運動機能を測定する
PANESS（The Physical and Neurological Exam for 
Subtle Signs）を用いて平均年齢 11.6歳の TD児 55
名と平均年齢 11.4歳の ASD児 40名の運動につい
て比較し、ASD児の成績が総合的に低かったこと
を示している。さらに、ASD児の運動のプロセス
について詳細に観察し、それらは運動の効率性につ
いて指摘した先行研究 16,28,35,51）と一致した特徴を示
していると考察している。
以上のように、ASD児が運動の効率を高めてい
くことに困難を示す背景として、運動学習上のメカ

ニズムの問題を示唆する先行研究がいくつか存在す
る。そして、TD児が運動を学習していく過程では、
次の運動を予測したり最終的なゴールを意識して運
動を調整することが必要不可欠な要素であることが
いくつかの資料で指摘されている 21,40,59）。したがっ
て、ASD児における予測の問題が、ASD児の運動
学習を阻害する一つの要因となるという先行研究の
指摘は理論的にも一致した内容であると考えられ、
それらが効率の悪い運動を繰り返すという ASD児
の運動特性の背景にあると推察される。

3．ASD児への効果的な運動指導法
ここまで述べてきたように、ASD児は運動の効
率化に困難さがあり、その要因には運動に先立つ予
測の問題が一つとして考えられた。このような
ASD児に見られる運動の問題を改善し、ASD児の
運動技能を向上させていくためには、体育教師やス
ポーツ指導者が質の高い効果的な運動指導を行う必
要がある。では、これらの ASD児の運動の問題を
改善し、運動技能を向上させる運動指導を実践する
にはどうすればよいのだろうか。

3.1　協調運動に困難さがある子どもへの運動指導
ASD児は上肢の単純な運動課題において困難さ
が見られたが、それらはすべて協調運動の問題とし
て捉えることができ、「不器用」な状態と言えるだ
ろう。そのような ASD児への運動指導を考える上
で、欠かすことができない概念の一つに発達性協調
運 動 障 害（developmental coordination disorders：
DCD）13）がある。DCDは、不器用な子ども症候群
（clumsy child syndrome）などと呼ばれることもあり、
その特徴は、「脳性麻痺などの身体疾患が見られな
いにもかかわらず、協調運動を必要とする日常的な
運動技能が暦年齢や知能から期待されるレベルに比
して著しく劣っている。そして、それらが学業成績
や日常生活の活動を明らかに妨害している。」25,34）

とまとめられる。この DCDへのアプローチでは、
対象児に見られる運動の問題の改善や運動技能の向
上における一定の有効性を示す運動指導の研究 32,48）

が報告されている。ASDは、社会性の問題を主と
する障害群であるが、ここまで述べてきたように運
動の困難さを示す場合も多く、実際に ASDと DCD
が併存して同じ子どもに存在することも少なくな
い 34）。つまり、ASD児を対象とした発達支援では、
ASDに特有な社会性の問題だけでなく運動面への
アプローチも必要不可欠な要素の一つとして捉えら
れるのである。そしてそこでは、DCD児に対して
行われている運動面に特化したアプローチを基盤と



9自閉症スペクトラム障害児の運動特性と指導法に関する研究動向

し、それらを ASDの特性に適合させていく必要が
あるのである。
これまでの DCD児に関する研究では、不器用さ
を改善するための運動指導法について、大きく二つ
のアプローチに分けることができると考えられてい
る 29,57）。一つは、運動の困難さそのものではなく運
動発達の遅滞や阻害の原因と考えられる脳の機能な
どに焦点を当てる、過程指向的アプローチ（process-
oriented approach）である。このアプローチの代表
的なものが感覚統合療法であり、具体的な活動とし
ては、ブランコなどの器具を用いて身体を揺すった
り回転させるなどの活動がある 18）。そしてもう一
つは、運動の困難さそのものに直接働きかけ特定の
運動スキルの獲得や向上を目指す、課題指向的アプ
ローチ（task-oriented approach）である。このアプロー
チは、日常生活や身体活動場面において実際に対象
児が抱えている運動面の問題に直接アプローチする
ため、あらゆる運動課題が対象となる。この二つの
アプローチの有効性に関する議論は現在も続けられ
ており、明確な答えは今後の研究を待たざるを得な
い。しかし、過程指向的アプローチは理論的背景に
仮説的な部分が多く 32）、また、短期間では成果が
出にくいこと 34）や、ブランコなどの遊具を室内で
使用することから指導現場の環境を整えることが困
難なこと 57）、そして、コストパフォーマンスの問
題 14）なども指摘されており、その有効性について
疑問視する声も少なくない。一方、課題指向的アプ
ローチは、子どもが抱えている困難に直接焦点化
し、運動技能の獲得や向上を指導の目的とする 29）。
体育教師やスポーツ指導者は、それぞれの指導現場
において、目前の子どもの運動スキルの獲得や向上
を目指すことが一つの目標となる。したがって、
ASD児を対象に運動指導を実践する場合、目前の
ASD児が直面している運動課題における問題を克
服し課題を達成できるような運動指導を展開してい
く必要があると考えられ、それらは課題指向的アプ
ローチの手法と一致した内容であると考えられる。
これらのことから、本研究では、ASD児への効果
的な運動指導法を検討するためには課題指向的アプ
ローチに焦点を当てることが望ましいと考え、以下
では課題指向的アプローチに関するこれまでの研究
について検討していくこととする。

3.2　課題指向的アプローチ
課題指向的アプローチは、例えば書字やお箸の使
用、ボールのキャッチやキック、ジャンプなど、子
どもが直面している運動の問題に対して直接的に指
導を実施するアプローチである。このアプローチに

は、よく扱われる代表的なものとして、認知̶運動
アプローチ（cognitive motor approach）29）が挙げら
れる。この認知̶運動アプローチは、従来の運動指
導のように指導者が一方的に対象児への指導を実施
するのではなく、子どもの考える力と自己決定によ
る動機づけを重視する。つまり、子ども本人が欲す
る運動課題を達成することに目標をおき、教師や指
導者は子どもが発見学習をする過程を援助するので
ある 32）。そして、運動課題を達成できない理由や
達成するために必要なことを一緒に考え、運動スキ
ルを獲得するための方略を練る 32）。こうして養わ
れた運動スキル獲得に対する方略は、特定の運動課
題だけではなく、広範囲な運動課題を達成する際に
も応用可能であると考えられる 29,32）。この認知̶運
動アプローチは、近年になり、新たな運動発達や運
動 学 習 に 関 す る 知 見 を も と に、Sugden と
Henderson58）によって生態学的アプローチ（Ecologi-
cal Intervention）として発展し新しくマニュアル化
されている。この生態学的アプローチでは、子ども
自身が克服したいと考える運動課題を達成するため
に、運動の指導者だけでなく家族や地域が一緒にな
り協力して子どもの支援を実施していこうとする点
が強調されている。実際に、生態学的アプローチの
マニュアル 58）に示された事例では、専門の体育教
師による運動指導が対象児の基礎的な運動技能習得
に貢献し、そして、家庭の中でも運動に取り組み練
習を行ったことが効果的であったことなどが示され
ている。
このような認知̶運動アプローチを基盤とする運
動指導は、実際にその有効性が検証されている。例
えば Revieと Larkin49）は、具体的で特定的な運動課
題を通した運動指導を実践しその効果を検証してい
る。その内容は、テニスボールの上手投げ、片足ジャ
ンプ、的あてキック、バレーボールのバウンド
キャッチの 4つの課題を、平均年齢 7.4歳の DCD
児 21名に対して 9週間、約 20セッション指導を実
施するというものである。そして指導の結果、それ
ぞれの課題において成績が上がり運動技能が向上し
たことを報告している。これらのアプローチは、認
知̶運動アプローチをより具体化した課題特定的な
技能指導（task-specific intervention）としてその後
Larkinと Parker26）に紹介されている。一方我が国で
は、七木田と増田 42）が、ボール転がし課題に着目し、
課題特定的な技能指導を実践しその有効性を報告し
ている。この研究では、課題を練習する過程におい
て、多様な運動を経験することに重点をおき、障害
物を置くなどの指導の工夫を行っている。そしてそ
の結果、様々な運動課題を通して多様な運動を経験
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した DCD児のグループが、成績が大きく向上させ
たことを報告している。さらに、我が国にはほとん
ど 紹 介 さ れ て い な い が、CO-OP（Cognitive 
Orientation to Daily Occupational Performance）30） や
NTT（Neuromotor Task Training）44,55）などの運動指
導も報告されている。これらの研究も、DCD児に
対する課題指向的アプローチによる運動指導が効果
的だったことを述べており、認知̶運動アプローチ
を基盤とした課題指向的アプローチによる運動指導
は、今後もより多くの研究が行われていくことが期
待される。
以上のように、課題指向的アプローチは、DCD
児に対する実証的な研究により説得力がある運動指
導法として位置づけられ、運動に困難さを示す子ど
もへの指導法として効果が期待できる 32）。また、
認知̶運動アプローチを中心に、課題指向的アプ
ローチは全体として運動学習に関する先行研究の知
見をベースにした運動指導が展開される 29,58）。具体
的には、多様な運動経験を促すような運動指導を実
践すること 42）や、子どもが実際の運動において生
じた誤差を発見し修正できるようにフィードバック
を工夫すること 29）などが挙げられる。また、それ
らの工夫は、子どもの運動学習の段階によって異な
るため、対象となる子どもの運動学習の段階を理解
することが必要不可欠となる 29）。ここで ASD児に
話題を戻すと、先述したように ASD児の運動の困
難さは、運動の効率性を高めていく過程の問題であ
り、その要因にはゴールを意識して運動を調整する
能力や、次の刺激のことを先取りする能力など、予
測に関連する認知的な能力に問題があると考えられ
た。そして、それらは運動学習の段階移行の問題と
して捉えることができた。このように、ASD児の
運動の困難さと DCD児に対して実施されてきた課
題指向的アプローチは、運動学習という共通の理論
を背景として説明することができ、このことは、
ASD児の運動技能の向上のためには課題指向的ア
プローチが有効であることを示唆していると予想さ
れる。
実際に ASD児に対して課題指向的アプローチを
実践した研究はほとんど見られないが、その中で
Rodgerと Brandenbur52）は事例を通してその効果を
検証している。具体的には、2名の ASD児を対象
とし、靴ひもを結ぶ動作やナイフとフォークを使う
動作、書字動作などの日常生活に直接関連する運動
を取り上げ、10週間を通した介入指導が有効であっ
たことが報告されている。この研究は、課題指向的
アプローチが ASD児にとって有効である可能性を
示唆するものであるが、その内容は日常生活スキル

を中心とした微細運動に限定されていた。DCD児
に対するこれまでの課題指向的アプローチには、先
述したようにジャンプなどの粗大運動やボール運動
などの高次な全身の協調運動を対象としたものが散
見される。そして、そこでは体育やスポーツ場面で
の運動指導に貢献する知見が報告されてきた。した
がって、関連する先行研究を参考にし、粗大運動や
高次な全身の協調運動を必要とする運動課題を通し
て ASD児への課題指向的アプローチを実践し、そ
の効果を検証していくことが体育やスポーツ場面へ
の応用として今後必要な課題であると考えられる。

3.3　ASD児への課題指向的アプローチの応用
運動指導を含めた ASD児への発達支援では、「子
どもの特徴に合わせて」や「子どもの段階に合わせ
てスモールステップで」と言った文言が頻繁に使わ
れる。これらは障害児教育全般において基本となる
理念である。しかし、高次な運動発達を促すための
ASD児への運動指導では、ここまで述べた運動の
効率性の問題を解消するための詳細な情報が必要と
なる。具体的には、運動指導においてどのような言
葉かけや身体援助をすればいいのか、どのように課
題を対象児に合わせて工夫すればいいのかなどの情
報が必要となる。これらは対象となる ASD児の特
性によって異なることも多い。しかし、ASD児の
特性から導かれる共通した“視点”は存在するかも
しれない。それらを見つけ出すためには、課題指向
的アプローチの手法を基盤とし、目前の ASD児の
特性に適合させながら指導を実践していく必要があ
る。では、ASD児に適合した課題指向的アプロー
チによる運動指導として、現在考えられる方法には
どのような方法が存在するのか。例えば、ASD児
の予測の困難さについて Glazebrook9）や Nazarali43）

は、どのような手がかりが ASD児の予測を手助け
するのかを検証している。そして、方向（direction）
に関する手がかりを与えるよりも、どちらの手を動
かすか（hand）に関する手がかりを示した時の方が
運動の遂行に効果があったと述べている。このこと
は、筋感覚的に体の「どこ」を動かすのかをその子
どもにあらかじめ伝えることで運動遂行が良くなる
可能性があることを示しているかもしれない。同様
に、Haswell12）は、学習の般化（ある状態での学習
効果が、他の状況や場面においてどの程度発揮され
るか）を上肢の運動課題を用いて実験的に行い、視
覚情報よりも筋感覚的な情報の方が運動に関連づけ
やすいことを指摘している。これらのことから、
ASD児の運動指導では、予測を促す手がかりとし
て筋感覚的な情報をあらかじめ伝えることで、その
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効果が期待されるかもしれない。さらに、推測の段
階ではあるが、運動学習の段階移行と注意の関
連 61）から、運動遂行中の意識の向け方へのアプロー
チも有効性が期待されるかもしれない。先述した
Dowdら 4）の研究では、ASD児は視覚的なダミー
の有無によって運動の遂行に変化が現れなかった。
このことは、一つのことに過剰に注意を向ける
ASDの特徴を示しているかもしれない。したがっ
て、特定の運動課題を遂行している際に、意識を複
数に分散させるような指導、いわゆるデュアルタス
クの要素を含めた課題を行うことで、運動学習の段
階移行が見られるかもしれない。これらは推測の段
階ではあるが、今後検証する価値は十分にあると考
える。

4．まとめと今後の課題
本研究では、ASD児の運動のプロセスに焦点を
当てた最近の知見をまとめ、ASD児の運動特性を
明らかにすることを目的とした。その結果、ASD
児は運動の効率化に困難さがあり、その要因には
ゴールを意識して運動を調整する能力や、次の刺激
のことを先取りする能力など、運動遂行における予
測の問題があると考えられた。そして、これらの
ASD児の特徴は、運動学習上の問題として捉える
ことができ、運動学習の理論から導かれる運動指導
法を ASD児の特徴に適合させることで、ASD児の
運動発達支援にとって効果的な運動指導法が提案で
きるのではないかと考えられた。今後は、本研究で
紹介した課題指向的アプローチによる運動指導法を
ASD児に対してどのように適合させていくかにつ
いて、実践的な研究を通して検討していく必要があ
る。
本研究では、最近報告された運動のプロセスにア
プローチした研究を概観してきたが、そのほとんど
が上肢による単純な運動課題を取り上げた研究で
あった。上肢の運動課題を用いた研究の結果は、
ASD児の特徴そのものを反映しているものと思わ
れる。しかしながら、体育やスポーツの指導場面で
は体全身を使った粗大系の運動が課題の多くを占め
る。粗大系の運動において ASD児の運動の効率化
を検討した研究はほとんど見られない。つまり、粗
大系の運動を通して ASD児の運動の効率化の問題
が表出されるかどうかは仮説の段階であり、今後確
認して行かなければならない重要な点である。ま
た、粗大系の運動においてどのような困難さが見ら
れるかを知ることは、実際にその課題を通して運動
指導を実践していく場合に有効な資料となるであろ
う。その際には、運動の効率化に焦点を当てるため

に、繰り返しを伴う運動課題や運動の組み合わせを
必要とする運動課題を取り上げる必要があるかもし
れない。この点について、七木田 41）が指摘するボー
ル跳び越し課題や、村上 38）が行った長なわとび課
題などは興味深い運動課題であり、今後検証してい
く価値があると考えられる。

ASD児の運動への注目度は、近年特に増してき
ているように思われる。その要因には、運動の評価
が、ASDの判別のための指標になる可能性がある
こと 56,60）や、ASDそのものの解明につながる可能
性があること 15）などが推察される。本研究では、
それらの ASDの本質的な問題の解明のためのツー
ルとしてではなく、運動発達支援という実践的な枠
組みから ASD児の運動特性や今後必要とされる研
究、そして実際の運動指導法について検討してき
た。今後は、ASD児の運動特性に合わせた運動指
導における視点について具体的に示すとともに、
ASD児への運動発達支援が ASD児個人にとってど
のような意義が有るのか、よりよい生活のためにど
のように貢献できるのかをさらに検討していくこと
が必要である。
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